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1. はじめに 

人口の減少と高齢化を背景とする中、国土交通省の施

策として「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」

の考え方でまちづくりが進められ、コンパクトシティ化

に対応した都市部の再開発においては、重要な空間要素

として、街路を挙げることが出来る。一方、環境省が主

導する「シンボルロード整備事業」について、計画学的

側面が考慮されている事例は数多くあるが、物理環境的

側面まで考慮されているものは少ない。 

そして、都市環境に関する研究に限れば、数多くの高

度な数値シミュレーションや実験的研究が行われている

が、工学的観点からの基礎研究や特定の街区を扱った事

例研究がほとんどで、実際の地区設計において有用な環

境性能評価法や、物理環境面での設計指針を提案した研

究は未だ少ないようである。 

上記の背景より目的として以下の 2 点を検討する。 

1) コンパクトシティ化の下で今後再構築が進むシンボ

ルロードの一つである大阪府守口市の豊秀松月線を対象

に、気流・光・熱的側面について定量的な評価を行う。 

2) 道路の計画における[道路幅・舗装面材料・植樹の位

置と大きさ・周辺建物ボリューム等]の設計変数と[昼光

率・通風量・温熱快適性(SET*等)]の物理環境面との関

係について、様々な条件下で気流・光・熱シミュレーシ

ョンを用いて明らかにする。 

研究の流れを図 1 に示す。温熱環境、気流解析には、

㈱アドバンスドナレッジ研究所の CFD 解析ソフト

Flow Designer2017、日射量・昼光率・照度解析には

Robert McNeel & Associates の Rhinoceros5 、

Grasshopper、SolemmaLLC の DIVA for Rhino を使用

した。 

2. 調査対象敷地の選定 

2.1. 対象敷地(図 2参照) 

 対象地区の豊秀松月線は、守口市中心部のシンボルロ

ードであり、自転車・歩行者の通行量が非常に多く交通

安全に支障を来すため、守口市は拡幅整備を計画した。 

そこで本研究は、拡幅整備によって生み出された歩道

の歩行・滞留環境が重要視される豊秀松月線を対象地と

し、拡幅整備の計画図を参考に現況道路と拡幅整備後の

両方の環境シミュレーションを行う。 

2.2. 実測調査・ヒアリング調査 

 現況の把握及び、CFD 解析の基礎データにするため、

現地での実測調査(2016 年 8 月 9 日)を行った。測定項

目・測定機器は表 1 に示す。そのうち歩道の風速につい

ては高さ 1m で測定し、実測結果を図 3 に示す。また、

守口市役所にて、ヒアリング調査(2016 年 7 月 5 日)を実

施し、現状の課題・問題・計画の方向性等を調査した。 

3. 風環境の検証 

3.1. 解析モデル概要 

 解析モデルの作成については㈱ゼンリンの近畿地区の

地図データより地形、建物、道路、工作物等の情報を ESRI

ジャパン㈱の ArcGISで取込みと建物の立上げを行い、

Rhinocerosで 3dsファイルに変換したものを使用した

(図 4参照)。

表 1 実測調査の測定項目・測定機器・測定点 

 

 

 

図 1 研究フロー 

調査対象地の選定 

背景・目的 

【背景・目的】 

・コンパクトシティ化に伴う都市施設の問題点 

(シンボルロード整備事業の物理環境面) 

 

【敷地対象地の選定】 

・守口市の「豊秀松月線」の調査 

 (実測調査、守口市役所にてヒアリング調査) 

 

【道路拡幅前後の環境性の評価】 

・シミュレーションによる解析 

 (気流解析、日射量・昼光率・照度解析、日射・

放射解析、植樹効果及び保水性舗装に関する

検討) 

 

【設計資料の作成に向けた知見の整理】 

・設計変数と物理環境面との関係性の考察 

設計資料の作成に 

向けた知見の整理 

道路拡幅前後の 

環境性能評価 

図 3 調査の測定点(左)と実測の平均風速(右) 

 

 

図 2 守口市豊秀松月線 (事業認可図書より引用) 

測定項目 測定点

表面温度 東,西1～東,西6

空気温度 東,西1～東,西6

グローブ温度 湿温度計 グローブ球 東,西1～東,西6

風速 東,西1～東,西6

照度 東,西1～東,西6と7～10

測定機器

赤外線サーモカメラ

温湿度計

熱線風速計

照度計

測定点

東3

東4

東5

西3

西4

西5

平均風速〔m/s〕

0.74

0.60

0.57

0.64

0.70

1.06

100m 



3.2. 樹木モデル 

 樹木モデルは、FlowDesigner 上で樹木を想定した発

生エリアに、樹木抵抗を設定し作成する。ケヤキを想定

しているため、吉田らの論文 1), 2)のケヤキの ak(葉面積密

度×消散係数)の値を参考に消散係数を k=0.6 と仮定し、

葉面積密度の値を算出した。樹木抵抗設定は図 5 の物性

値を使用した。樹木モデルの配置間隔は5m,10mとする。 

3.3. 建替モデル(図 6参照) 

 沿道の建替モデルは用途地域の指定から、建蔽率 40％、

10 階(30m)の高層建築物を想定したモデルを前面道路か

らセットバック(0m, 2.5m, 5m, 7.5m)させて解析を行う。 

3.4. 解析概要 

 アメダスの気象データを基に、夏季(5〜8 月)の日中(8

〜20 時)の 1 時間毎の風のデータを分析し、風速は平均

値の 2.998m/s、風向は卓越風向の西南西を採用した。気

象観測点は大阪、風速計の所在地は大阪市東成区東中本、

風速計の高さは 24mである。解析条件を表 2 に、解析ケ

ースを表 3 に示す。平均風速の抽出位置は図 7 に示す。 

3.5. 解析結果 

 拡幅後は道路幅員の広がりにより、建物間を通過する

風量は増加すると思われるが、夏季の卓越風向が道路方

向と異なる為、拡幅前とさほど変化は見られない。しか

し、沿道建物が建て替わり、更にセットバックを行うこ

とで風速は高くなり、セットバック 7.5m 時は通風に有

効とされる 0.4ｍ/s 前後の値が見られた。樹木を配置し

た場合の歩道の風速は、僅かな変化に留まり、通風性能

への影響は小さいものと考えられる(表 4,  図 8 参照)。 

4. まとめ 

 道路拡幅のみでは、夏季における歩道上の風速にあま

り変化はないが、沿道建物の建て替えとセットバックを

行うことで通風性能への向上が見られた。 
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表 3 解析ケース 

図 4 解析モデル 

表 2 解析条件 

図 6 建替モデルの平面図(左)と 3Dモデル(右) 

図 8 高さ 1.5m の風速分布(拡幅後はセットバック 7.5m) 

1 道路拡幅前 1  道路拡幅前
2-1  道路拡幅のみ(建替建物なし)
2-2  セットバック0m
2-3  セットバック2.5m
2-4  セットバック5m
2-5  セットバック7.5m
3-1  道路拡幅のみ(建替建物なし)
3-2  セットバック0m
3-3  セットバック2.5m
3-4  セットバック5m
3-5  セットバック7.5m
4-1  道路拡幅のみ(建替建物なし)
4-2  セットバック0m
4-3  セットバック2.5m
4-4  セットバック5m
4-5  セットバック7.5m

3

4

道路拡幅後(樹木なし)

道路拡幅後(樹木間隔10m)

道路拡幅後(樹木間隔5m)

2

対象地域 風速 風向 基準高さ

郊外住宅地 2.998[m/s] 西南西 24[m]

乱流エネルギー 風上化 流速・圧力補正 収束判定

高レイノルズ数型/ 修正LKモデル QUICK SIMPLEC 10-5 

図 5 樹木モデルとケヤキの物性値 

図 7 平均風速の抽出位置 

葉面積密度×消散係数 ak [1/㎡] 0.44

消散係数 k [-] 0.6

葉面積密度 a [1/㎡] 0.73

葉面積密度[1/㎡] 0.73

抗力係数[-] 0.8

モデル定数[-] 1.8

葉面積密度の算出

樹木抵抗設定

表 4 歩道の平均風速 

0m 7.5m 0m 7.5m 0m 7.5m

0.24 0.17 0.35 0.46 0.17 0.35 0.46 0.16 0.36 0.47

0.22 0.22 0.23 0.43 0.20 0.22 0.37 0.21 0.21 0.32

0.19 0.24 0.32 0.31 0.16 0.32 0.32 0.18 0.33 0.31

0.24 0.16 0.18 0.38 0.22 0.16 0.42 0.22 0.16 0.43

0.12 0.10 0.17 0.49 0.11 0.14 0.37 0.12 0.13 0.33

0.26 0.18 0.19 0.21 0.21 0.17 0.19 0.24 0.16 0.19
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樹木なし 樹木間隔10m 樹木間隔5m

建替 建替 建替拡幅

のみ

拡幅

のみ

拡幅

のみ

320m 

180m 

拡幅後 樹木間隔 10m 

拡幅後 樹木間隔 5m 

拡幅後 樹木なし 

拡幅前 

x 

y 
z 
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